公立文化ホールの活性化についての調査審議の趣旨

　富山県内では、公立文化ホールの整備が積極的に進められ、全国的にも高い整備率となっています。国内外でも定評のある演劇や音楽等の文化

活動が行われているほか、文化ホールネットワーク事業等の特徴のある

事業が展開されています。

　しかし、公立文化ホールの運営をめぐっては、その役割が不明確であることや運営体制が十分でないことなどから、その機能が十分に発揮されていない面も少なくありません。また、近年の経済活動の停滞や地方財政の悪化により、公立文化ホールの活動が停滞することが懸念されます。

　一方、公立文化ホールは、地域住民や芸術家が行う様々な文化活動や

文化交流の拠点としての役割、更には、地域との連携によるまちづくりやひとづくりの拠点としての役割が期待されます。苦しいことが多い時代であるからこそ、文化ホールを活性化し、元気を発信することが必要であると思われます。

　こうしたことから、現在の社会情勢や新しい住民ニーズを踏まえ、本県における公立文化ホールの役割・あり方とその活性化のための具体的な

方策について、調査審議をお願いするものです。

